
 

平成28年度病床機能報告の集計結果 

（医療健康局医療政策課） 
１ 病床機能報告制度の概要（医療法第30条の13） 

  地域医療構想の推進にあたり、各医療機関が担っている医療機能の現状を把握し、医療機関

の自主的な取組を促すため、医療機関がその有する病床（一般病床及び療養病床）の機能区分、

構造設備、人員配置等に関する項目及び具体的な医療の内容に関する項目を都道府県に報告す

る制度が施行された。 

  都道府県には、報告事項の公表義務があるため、近日中に県医療政策課ホームページで公表

するとともに、地域医療構想調整会議等において情報提供する。 

 

２ 平成28年の報告結果（概要） 

（１） 報告状況（報告対象：H28.7.1時点で一般病床・療養病床を有する病院及び有床診療所） 

区分（医療機関） 平成27年度報告(A) 平成28年度報告(B) 増減（B－A） 

報告対象数 149 150      1

報告数 149 150 1病 院 
報告率 100.0% 100.0% 0.0%

報告対象数 193 192      ▲1

報告数 182 189 7診療所 
報告率 94.3％ 98.4％ 4.1％

報告対象数 342 342  0

報告数 331 339 8合 計 
報告率 96.8％ 99.1％ 2.3％

※ 報告率＝報告医療機関数／報告数 

 

（２） 報告病床数 

区分（病床） 平成27年度報告(A) 平成28年度報告(B) 増減（B－A） 

許可病床  33,503 33,614  111

 医療機能を報告 32,297 32,469      172

 休棟・無回答等 1,206 1,145 ▲61

稼働病床  30,985 31,283  298

 医療機能を報告 30,864 31,158      294

 休棟・無回答等 121 125      4

 

（３） 各病棟の病床が担う医療機能 

  「定性的な基準」に基づき、各医療機関が自主的に選択した医療機能を報告したものである

ことから、同じ医療機能を有していても、各医療機関の捉え方が異なる場合がある。 

区分（医療機能） 平成27年度報告(A) 平成28年度報告(B) 増減（B－A） 

高度急性期   4,936 4,888  ▲48

急性期  12,815 12,686      ▲129

回復期   3,174 3,698      524

慢性期   9,939 9,886      ▲53

合 計  30,864 31,158    294

※病床数は稼動病床ベース 
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〈増減の要因〉 

医療機能 要因① 

稼動の増等 

要因② 

休止・廃止等
要因③ 

前年度未反映等 

要因④ 

機能変更等 
計 

高度急性期 87床 0床 0床 ▲135床 ▲48床

急性期 156床 ▲314床 49床 ▲20床 ▲129床

回復期 260床 ▲25床 19床 270床 524床

慢性期 308床 ▲264床 0床 ▲97床 ▲53床

合 計 828床 ▲620床 68床 18床 294床

 

３ 地域医療構想における将来の必要病床数との比較 

病床機能報告は、毎年実施されることから、地域医療構想で定めた必要病床数との比較を毎

年行っていくことにより、2025 年に向けて構想区域で不足する病床機能や過剰な病床機能の

方向性が明らかになる。 （病床機能報告の病床数は稼働病床ベース） 

＜参考＞
実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 許可病床数

（H28.4.1）

高度急性期 4,888 16% 3,160 12% 1,728 -4% 病院
急性期 12,686 41% 9,084 34% 3,602 -7% 32,082
回復期 3,698 12% 7,903 30% ▲ 4,205 18% 診療所
慢性期 9,886 32% 6,437 24% 3,449 -8% 2,295

計 31,158 26,584 4,574 34,377
高度急性期 8 1% 20 3% ▲ 12 2% 病院
急性期 230 33% 186 28% 44 -5% 843
回復期 162 23% 271 41% ▲ 109 18% 診療所
慢性期 292 42% 182 28% 110 -15% 36

計 692 659 33 879
高度急性期 64 6% 84 8% ▲ 20 2% 病院
急性期 551 48% 365 34% 186 -14% 1,129
回復期 140 12% 384 36% ▲ 244 24% 診療所
慢性期 385 34% 235 22% 150 -12% 202

計 1,140 1,068 72 1,331
高度急性期 739 12% 609 12% 130 1% 病院
急性期 3,097 49% 1,588 32% 1,509 -17% 6,784
回復期 656 10% 1,572 32% ▲ 916 21% 診療所
慢性期 1,777 28% 1,160 24% 617 -5% 570

計 6,269 4,929 1,340 7,354
高度急性期 70 3% 208 8% ▲ 138 5% 病院
急性期 1,470 53% 867 33% 603 -20% 2,701
回復期 369 13% 859 33% ▲ 490 20% 診療所
慢性期 870 31% 676 26% 194 -5% 319

計 2,779 2,610 169 3,020
高度急性期 1,468 23% 773 15% 695 -8% 病院
急性期 2,078 33% 1,760 34% 318 1% 6,597
回復期 700 11% 1,370 26% ▲ 670 15% 診療所
慢性期 2,039 32% 1,299 25% 740 -7% 281

計 6,285 5,202 1,083 6,878
高度急性期 251 8% 321 10% ▲ 70 2% 病院
急性期 1,733 52% 1,133 35% 600 -17% 3,470
回復期 396 12% 1,054 32% ▲ 658 21% 診療所
慢性期 938 28% 738 23% 200 -6% 166

計 3,318 3,246 72 3,636
高度急性期 294 10% 256 9% 38 -1% 病院
急性期 1,161 38% 1,081 38% 80 0% 2,966
回復期 450 15% 821 29% ▲ 371 14% 診療所
慢性期 1,138 37% 698 24% 440 -13% 211

計 3,043 2,856 187 3,177
高度急性期 1,994 26% 889 15% 1,105 -11% 病院
急性期 2,366 31% 2,104 35% 262 4% 7,592
回復期 825 11% 1,572 26% ▲ 747 15% 診療所
慢性期 2,447 32% 1,449 24% 998 -8% 510

計 7,632 6,014 1,618 8,102
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